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原 玉 青画伯の 「雲竜田」
淡路島の南あわ じ市にある滝川記念美術館 を訪ねた と

きのことです。入 日の扉 を開けると、足元の御影石の中

で泳 ぐ水竜が 目に飛び込んできま した。御影石に映る陽

の光は、まるで さざ波のよ うであ り、その水竜は、足元

下 10メ ー トルほどの ところで、よリー
層いきいきと泳

いでるよ うで、見ている側 も深い井戸の中に引き込まれ

ていくようでした。

実は、この水竜は、その御影石の真上にある天丼に貼 られた 「雲竜図」なのです。

そ して、足元に見えたのは、この天丼にある 「雲竜図」が映つたもので した。水竜が

:軍↓:鮎ξ官≧基]品苦路がとキ雫ぜ号子こ忌舌雅樫、地蒋
明らかです。そ して、 1階 から見える 「雲竜図」に見えた

勢いや迫力は、2階 へ上 り、絵から数メー トルにまで近づ

いたとき、さらに筆の勢いが加わ り、ことさらに力強く感

じられました。

この美術館の学芸員の方の説明によると、直径 5メ ー ト

ルにもなるこの大きな水墨画は、この美術館の開館にあた

つて、米寿であつた直原玉青 (じきはらぎょくせい)画 伯

が描いたものだそ うです。さらに、この大きさにもかかわ

らず、たつた一晩で描きあげたと聞き、なお一層驚いたの

でした。

直原玉青画伯は、 日本現代南画の第一人者ですが、画家 として認められたのは 27歳

で、あま り早いとはいえません。けれ ども、平成 17年 (2005年)に 101歳で亡くなる

直前までの 70余年もの間、創作意欲や 自分の作品に対する熱意をもち、数多くの絵を

描いてきました。その間描いてこられたのは、何より、画伯が 「創作意欲」や 「熱意」
「感受性」を失 うことなく持ち続けた意志の強さがあってこそのものです。 「雲竜図」

の持つ勢いや迫力は、その創作意欲や熱意か ら描かれているのはもちろんのことです

が、それ と同時に、芸術家 として認められるまでの間に、芸術家 としての大切な技術だ

けではなく、 「感受性」を養い、磨きつつ、自分の信 じた道を決 してあきらめずに画家

として生きていく決意を強く持って、じっくりと力を蓄えていたからだと考えられるで

しょう。

この画伯の生き方に触れてみると、実際に、目標 とすることに到達するまでには、技

術や知識以外にも少 しずつ磨いていくべきものが、私たちの日常生活にもあると考える

ことができます。それは 「感受性」ではないでしょうか。教育者である国田可六氏は 「子



供は 目で生きる。そ して、子供の 目が 自然か ら人間の世界か ら切 り取 るものは、実に鋭

く豊かであ り、形なき物の形を見、声なき者の声をも聞 く。」 (出典 「子供の 目と耳」

より原文のまま)と 若者の瑞々 しい感受性について述べていますが、磨かれた子 どもの

感受性か らは、私たち大人が、時に驚 くような視点に基づいた発言が され ることもあ り

ます。道徳の時間では、そ ういつた子 どもたちの感受性 を養い磨きなが ら、共に 「より

よく生きてい く」ためには どうした らいいのかを考えていきたいと思つています。

～ 2年 生の授業より～ 「元 さんと2通 の手紙」

12月 9日 (木)、 2年 2組 では、 「元さんと2通 の手紙」を学習 しました。この授業は、

本校の校内研修会の一環として、貝塚市教育委員会の川崎先生を講師としてお招きし、2年 2

組の担任である西浦先生によって行われました。

「元さんと 2通 の手紙Jは 、動物園を舞台にしたお話です。動物園には 「1:小 学生以下

の子 どもだけの入園はさせない。 2:入 園終了時亥」以降の入園はさせない」とい う規則があ

りますが、動物園に勤める元さんは、入園終了時刻後に来た小さな弟を連れた女の子を動物

園に入れて しまうのです。規則を破った元さんには 2通 の手紙が届きます。 1通 は子どもた

ちのお母さんからのお礼の手紙でしたが、もう1通 は動物園からの解雇状でした。この 2通

の手紙をもとに、 「ルールとは何か」 「なぜこのルールが必要なのか」など、表面的なもの

ではなく、ルールの裏側にあるものについても考える授業となりました。

以下は、 「2通 の手紙を見比べた元さんが何を考えたか」という質問に対 しての生徒たちの

意見と学習 しての感想です。

[意見]
・い くらお客 さんに喜ばれても、きま りはきま りであることを実感 させ られた。
・社会は厳 しいけど、人はや さしい。
・喜んでもらえるのもいいけど、やつば り安全が大切。無責任な判断を して しまつた。
・自分のあの時の判断はよかつたのか、 とい うこと。
・無責任な判断で万が一事故にでもなっていた ら大変だつた。だか ら、今回、何 もな

くてよかった。
・自分は善意で したことでも、動物園で働いている人 としてルールは守 らない といけ

ない し、もし、けが してても責任 をとれない。

[感想]
・少 しの気の緩みが大きな落 とし穴になることがわか りま した。
・一人のちょっとした無責任な判断が、大変なことになるか ら、気をつけない といけ

ないな と思った。
・ちょつとくらい」 と思ってやったことが、大きな事故につながることもあるか ら、

気 をつけない といけない。
・良いことをしてもそれがきま りに違反 してた らダメな事がわかった。
・この不景気で元 さんみたいな人がいるのかなぁ、 と思った。


